



































































? ?? ??????? ?? ?? ?? ? ? ? ?? ?? ? ???????
? ? ?? ?
??】????
? ? ?





















レ ク チ ン
エンドウ ラッカセイ イリブマ ナュー リッ1 ジャUイモ アメリカヤマゴボウ 7ノリか､リグワ
? ?? ??? ??




































? ? ? ? ??
?
??


















































































































































セ ラ 菌 お よ び マ イ コ プ ラ ズ マ(Mycoplasma
galisepbcum)に対する免疫応答性もよいO血清tgG
は雄474.0士112.6mg/dl､雌1,532.8±154.9Ⅰ咽/dl
である｡ 成長に伴 う血清fgG借の変化も検索されて
いる｡雄の白血球数は54,500士4,009/mm3､雌の
それは67,437士8,908/mm3で､リンパ球は68.6%､
願粒球は18.6%､単球は12.6%となっている｡
2)ミュータント系 (疾患モデル系)
a.筋ジストロフィー発症系
筋ジス トロフィー発症系としては米国より導入し
た413系及び413系の筋ジス トロフィー遺伝子amを
当研究所において近交系のWL-GM系へ導入した
wL-G/am系､フアヨウミ種へ導入したOPN系など
29
を維持している｡ また､それらのコントロール系と
して412系､wL一GM系及びGSP系も維持しているo
opN系に関しては､413系よりopaquefiberの多いこ
とが観察されている｡WL一G/am系に関しては組織
学的に無検索であるが､胸筋の肥大の軽いことが肉
眼的に観察されている｡ また､OPN､GSP及びwL
一･一℃/am､wL一℃M各系統のMHC(主要組織適合性
遺伝子座位)のBシステムの血液型は B21とB15に
それぞれミュータント系とコントロール系で同一に
なるよう固定してある｡ ただし､412系と413系に
おいては未固定である｡ なお､ヒトのデュシェンヌ
型筋ジストロフィーで欠損しているジストロフィン
は本ミュータントでは存在する｡
ち.白斑及び自己免疫性の甲状腺炎を示すYL系
中･大雛時より羽毛が白色化するミュータントで
ある｡ 白色個体の組織学的検索では左右甲状腺にプ
ラズマ維胞を主とするリンパ系細胞の著しい浸潤と
リンパ嘘包の形成が随所に認められる｡ また､残存
する甲状腺小胞には様々な程度にマクロファージや
リンパ球細胞の浸潤があり､小胞の積極的な破壊を
伴う｡ 血清中のチロキシン濃度 (T3値)の低いこ
とが判明している｡ また､thyroidextractを抗原に
用いたEL工SAにより血清中に自己抗体が検出される｡
白色化 しつつある個体の尾羽でbarbridge及び
barbulecelにおけるメラニン色素の分布異常と色素
含有細胞の変性ならびにリンパ系細胞の凪芯を示し､
メラニン色素含有細胞の機能障害とともにそれら細
胞に対する異常な免疫反応が示唆される｡ 外国にお
いて報告されているsmi也chicken(DAMline)と同じ
ミュータントと思われる. 同種免疫抗血清により識
別される種々の血液型に関して固定しているが､未
同定である｡ しかし､B21､Llに固定していること
は判明している｡
C.大脳の血管変性､脊髄の脱髄を呈するAN系
異常ニワトリは､腹側をのぞくように頚部を内側
にまげ､後ずさりあるいはうずくまる発作を繰り返
す｡常染色体性の劣性遺伝子により支配されている｡
本疾患の主な組織学的変化は､中枢神経とくに大脳
における血管変性ならびに脊髄神経の変性 ･脱落で
ある｡ 臨床症状はニューハンプシャー種において報
告されたArchedN∝kと類似 しているが､Arched
Neckに関しては病理学的検索がなされておらず､そ
の異同は不明である｡同種免疫抗血清により識別さ
れる種々の血液型は固定しているが､未同定である｡
しかし､B21､L2であることは判明している｡
d.右輸卵管が遺存 (発達)するPNP/DO素
鳥類は右側の卵巣及び輸卵管は発達しない｡しか
し､本系統では卵巣は左側のみであるが､輸卵管は
成長に伴い､左右ともに発達する｡発達の程度には
個体差が存在する｡輸卵管2本が稔排出腔に開口す
る個体が80-90%出現する. また､右側輸卵管の
成長が正常個体より発達する個体の出現率は98%位
である｡輸卵管では左右それぞれに特異的なタンパ
ク質のスポットが兄いだされ､それらのタンパク質
を生産するもととなるmRNAの発現に差異があるこ
とが示唆されている｡最近､本系統では腎臓の欠損
個体が20%位出現することが明らかとなった｡右側
輸卵管の遺存形質との関連は不明である｡
このミュータント系は進化の問題を研究するのに
有用と思われる｡
e.翼下静脈の走行異常を示すwL-15G系
正常ニワトリの翼下静脈の走行は､翼下の羽毛を
どけた場合直線的に見えるが､異常個体のそれは途
中から曲り見ずらくなっている｡本形質は常染色体
性の劣性遺伝子により支配されていると思われる｡
全身の血管の走行を検索すれば他の部所においても
走行異常があるかもしれないo今後の課選である｡
I.視覚障害を示すGSN/1系
近交系ニワいJのGSN/1系において出現した視覚
障害と思われる10週齢の雄1､雌2個体について
組織学的に検索した結果､これらの異常個体は瞳孔
反射は正常であったが､中脳視葉の皮質､上線維性
灰白層の層構築の乱れが全例に観察され､視覚路に
先天的な異常があるものと推察された｡今後､遺伝
性の検索を行うとともに詳細な組織学的検索を行う
予定である｡
なお､これらの近交系およびミュータント系の文献
を御希望の方は御連絡下されば､ ｢日生研にはどん
な実験動物､どんな系統がいるの｣をお送り致しま
す｡
